
平成 28 年度を振り返って

本号では平成 28 年度の事業内容についてご

報告します。また，平成 29 年度に予定されて

いる展示会などについてもご案内します。

発掘調査事業

発掘調査は市内遺跡発掘調査事業として 14

遺跡 17 地点での確認調査，公共事業埋蔵文化

財調査事業として１遺跡での確認調査，民間開

発などを原因とした４遺跡での本調査を行ない

ました。個々の調査概要は第１表・第２表・第

３表をご覧ください。

整理事業

整理事業では平成 27 年度に実施した市内遺

跡確認調査 17 遺跡 17 地点の本整理，平成 28

年度に調査を行なった平戸台遺跡ｃ地点と作山

塚群３号塚・４号塚の本整理，平成 27 年度～

28 年度にかけて本調査を行なった平沢遺跡ｅ

地点の本整理が行ない，それぞれ発掘調査報告

書が刊行しました。

市内遺跡発掘調査報告書で注目されるのは高

津新山遺跡ｄ地点，作ヶ谷津遺跡ｂ地点，島田

込の内遺跡ｄ地点です。高津新山遺跡では奈

良・平安時代に属すると考えられる溝跡が１条

検出され，当該期に属する土師器・須恵器も出

土しました。作ヶ谷津遺跡ｂ地点では縄文時代

に属すると考えられる土坑が１基検出されたに

すぎませんが，地表からは縄文時代中期後半～

後期に属する土器を多量に採集しました。この

ことから，周辺に縄文時代集落が存在した可能

性が想定されます。島田込の内遺跡ｄ地点では

奈良・平安時代に属する竪穴建物跡 15 軒，掘

立柱建物跡 15 棟，土坑 17 基を検出し，縄文土

器，奈良・平安時代に属する土師器・須恵器も

出土しました。このことから，当該地点には大

規模な集落跡が存在すると考えられます。

平戸台遺跡ｃ地点では長軸 1.55m ×短軸 1.4m

×深さ 1.15m の土坑を１基調査しただけです

が，その土坑からは縄文時代中期に属する土器

が多量に出土しました。また，堅果類をすり潰

すための磨石も出土し，小規模な調査ではあり

ますが，多くの成果を得ることができました。

作山塚群３号塚・４号塚の調査では，土層堆

積の近似性からこの２基は近い時期に築かれた

ことがわかりました。また，これらの塚はソフ

トローム層近くまで掘り下げて簡易な整地が行
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第１図　遺跡の位置



遺跡名 ・地点 調査期間 調査面積 調査概要 備考

麦丸遺跡ｊ地点 4/14 ～ 4/20 128 ㎡ /1,211.54 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

雷遺跡ｄ地点 4/25 ～ 5/2 152 ㎡ /1,311.01 ㎡
遺構 ： 中近世土坑３基
遺物 ： なし

間見穴遺跡ｃ地点 5/18 ～ 5/31 224 ㎡ /2,370.11 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

浅間内遺跡ｂ地点 5/24 ～ 5/26 40 ㎡ /380.68 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

菅地ノ台遺跡ｅ地点 7/1 ～ 7/8 75 ㎡ /615.86 ㎡
遺構 ： 弥生時代後期竪穴建物跡１軒
遺物 ： なし

保存

逆水遺跡ｉ地点
第 2 次確認調査

7/11 ～ 7/15 80 ㎡ /727 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

作山遺跡ｇ地点 ・
作山塚群ｂ地点

7/20 ～ 8/1 173 ㎡ /1,750.09 ㎡
遺構 ： 中近世塚２基
遺物 ： なし

本調査へ

新林遺跡ｆ地点 8/12 ～ 8/19 178 ㎡ /2,647.34 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

平戸台遺跡ｃ地点 9/12 ～ 9/26 375 ㎡ /3,439 ㎡
遺構 ： 縄文時代中期土坑１基
遺物 ： 縄文土器 ( 中期 )， 奈良 ・ 平安時代土師器
　　　　   ・ 須恵器

本調査へ

殿内遺跡ｅ地点 10/5 ～ 10/14 76 ㎡ /706.57 ㎡
遺構 ： 奈良 ・ 平安時代竪穴建物跡８軒 ・ 掘立柱　
　　　　 建物跡４棟
遺物 ： 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

本調査へ

雷遺跡ｅ地点 11/9 45 ㎡ /700.47 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

雷遺跡ｆ地点 11/10 30 ㎡ /441.29 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

殿内遺跡ｆ地点 12/13 ～ 12/16 42 ㎡ /300 ㎡
遺構 ： 奈良 ・ 平安時代竪穴建物跡２軒
遺物 ： 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

取扱い協議
中

内野南遺跡ｉ地点 12/19 ～ 1/12 680 ㎡ /6,720 ㎡
遺構 ： 縄文時代前期竪穴建物跡７軒 ・ 土坑７基
遺物 ： 縄文土器 ( 前期 ) ・ 石器

本調査へ

新林遺跡ｇ地点 2/20 ～ 2/23 42 ㎡ /411.23 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

白筋遺跡ｄ地点 3/10 ～ 3/23 194.76 ㎡ /1,615.69 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

遺跡名 ・地点 調査期間 調査面積 調査概要 備考

平沢遺跡ｅ地点 4/1 ～ 6/15 660 ㎡

遺構 ： 弥生時代後期竪穴建物跡４軒， 中近世溝　
　　　　 跡２条 ・ 土坑７基
遺物 ： 縄文土器 ( 前期 ・ 中期 ・ 後期 )， 弥生土器
　　　　       ( 後期 )

作山塚群３号塚 ・ ４号塚 10/5 ～ 10/28 375 ㎡
遺構 ： 中近世塚２基
遺物 ： 奈良 ・ 平安時代土師器， 近世陶器

平戸台遺跡ｃ地点 12/6 ～ 12/9 16 ㎡
遺構 ： 縄文時代中期土坑１基
遺物 ： 縄文土器 ( 中期 )

殿内遺跡ｅ地点 2/20 ～ 3/29 370 ㎡
遺構 ： 奈良 ・ 平安時代竪穴建物跡３軒 ・ 土坑５基，
　　　　  中近世溝跡３条 ・ 土坑１基 ・ 墓壙１基
遺物 ： 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

第１表　平成 28 年度確認調査一覧

第３表　平成 28 年度本調査一覧

遺跡名 ・地点 調査期間 調査面積 調査概要 備考

吉橋新山遺跡 6/14 ～ 6/20 56 ㎡ /500 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

第２表　平成 28 年度公共事業埋蔵文化財調査事業一覧



書名 主な内容 備考

千葉県八千代市平戸台遺跡ｃ地点　共同住宅建設に伴う埋蔵
文化財発掘調査報告書

遺構 ： 縄文時代中期土坑１基
遺物：縄文土器 ( 中期 )， 奈良・平安時代土師器・
　　　　須恵器

千葉県八千代市　市内遺跡発掘調査報告書　平成 28 年度

ヲイノ作南遺跡ｅ地点， 高津新山遺跡ｄ地点， 内
込遺跡ｄ地点， 高津新田遺跡ｅ地点， 高津新田
野馬堀遺跡ｍ地点， 村上宮内遺跡ｃ地点、 作ヶ
谷津遺跡ｂ地点， 平沢遺跡ｅ地点， 井戸向遺跡ｄ
地点， 逆水遺跡ｉ地点， 島田込の内遺跡ｄ地点，
大和田新田芝山遺跡ｇ地点， 笹塚塚群ａ地点，
白幡前遺跡ｆ地点， 神明前遺跡ａ地点， 内野南遺
跡ｈ地点， 下船田遺跡ｃ地点

作山塚群３号塚 ・ ４号塚　福祉施設建設に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告書

遺構 ： 中近世塚２基
遺物 ： 奈良 ・ 平安時代土師器， 近世陶器

平沢遺跡ｅ地点　福祉施設建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報
告書

遺構 ： 弥生時代後期以前土坑１基， 弥生時代後
　　　　 期竪穴建物跡 20 軒， 中近世溝跡２条 ・
　　　　 土坑 24 基
遺物 ： 旧石器時代ナイフ形石器， 縄文土器 ( 前
　　　　 期 ・ 中期 ・ 後期 )， 弥生土器 ( 後期 ) ・
　　　　 石製品 ( 後期 )， 中近世砥石

第４表　平成 28 年度刊行報告書一覧

第２図　平成 28 年度に調査された遺跡の遺構 (S=1/320)・遺物 (S=1/6)
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会期：平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

（ 日 月 ， 日 月 は休館）

会場 八千代市市民ギャラリー 第 展示室
毎年約 件行われる発掘調査の中から重要な成果を選び、全国を巡

る「発掘された日本列島展」。上谷遺跡は、重要な成果として展示された

遺跡の つに選ばれました。平成 年度の 年間の全国巡回から帰っ

てきた貴重な資料を中心に、古代の大集落「上谷遺跡」をご案内します。

お問合わせ 
八千代市教育委員会教育総務課文化財班 
〒276-0045 八千代市大和田 138-2 TEL 047(481)0304 

お問合わせ 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３図　「上谷遺跡展」ポスター 第４図　「発掘された八千代市」ポスター

なわれ，それにより出た土を盛ったことがわか

り，塚の築造過程も明らかとなりました。

平沢遺跡ｅ地点では弥生時代後期に属する竪

穴建物跡 20 軒，中近世に属する溝跡２条や土

坑群を検出しました。各遺構の残存状態は非常

に良く，弥生時代後期に属する竪穴建物跡の中

には深さ 90 ㎝にも及ぶものや，逆にソフトロー

ム層まで掘りこまれていない非常に浅いものも

確認し，多様な竪穴建物跡を調査しました。

普及・啓発事業

平成 27 年度に開催された文化庁主催の「発

掘された日本列島 2015」に出品された上谷遺

跡出土遺物が八千代市に戻ってきたことを記念

し，通算 18 回となる出土文化財展示会として

「上谷遺跡展」を平成 28 年４月９～ 24 日の期

間で千代市市民ギャラリーにて開催しました。

また，八千代市施制施行 50 周年を記念して

通算 19 ～ 21 回となる出土文化財展示会「発掘

された八千代市」を平成 28 年 10 月 29 ～ 31 日

の期間で勝田台ステーションギャラリー，平成

28年12月17～18日の期間で八千代市市民ギャ

ラリー，平成 29 年１月 28 ～ 30 日の期間で緑

が丘公民館にてそれぞれ開催しました。

平成 29 年度の普及・啓発事業

今年度の出土文化財展示会では平成 27 ～ 28

年度に発掘調査を行なった平沢遺跡を中心とし

て八千代市の弥生時代に焦点を当てた展示を市

内３ヶ所で順次行う予定です。詳細につきまし

ては八千代市のホームページや情報メール等で

お知らせします。


